
 

 

 
 

 

令和 8 年 5 月 8 日  

報道機関 各位  
熊 本 大 学 
千 葉 大 学 
理 化 学 研 究 所 
国 立 遺 伝学 研 究所 

10 年続くエピゲノム基盤の進化  
−遺伝子発現制御の「司令塔」を解き明かす−  

（ ポ イ ン ト ）  

  エ ピ ゲ ノ ム 統 合 デ ー タ ベ ー ス C h I P - A t l a s が 公 開 1 0 周 年 を 迎 え 、 5 0 万
件 近 く の 実 験 デ ー タ を 統 合 し 、 世 界 最 大 級 の 解 析 基 盤 へ 発 展 し ま し た 。  

  最 新 の ア ッ プ デ ー ト で は 、 デ ー タ の 信 頼 性 を 可 視 化 す る 新 機 能 と 、 遺
伝 子 発 現 制 御 を 統 合 解 析 す る 新 し い 解 析 モ ジ ュ ー ル を 実 装 し ま し た 。  

  長 期 運 用 さ れ る デ ー タ 基 盤 と し て 、 疾 患 研 究 や 創 薬 な ど の 分 野 へ の 応
用 が 期 待 さ れ ま す 。  

（ 概 要 説 明 ）  

熊 本 大 学 生 命 資 源 研 究 ・ 支 援 セ ン タ ー の 鄒  兆 南 助 教 、 沖  真 弥 教 授 を 中
心 と す る 研 究 グ ル ー プ は 、 千 葉 大 学 の 大 田  達 郎 准 教 授 （ 国 立 遺 伝 学 研 究 所  
B S I （ バ イ オ デ ー タ 研 究 拠 点 ） / D B C L S （ ラ イ フ サ イ エ ン ス 統 合 デ ー タ ベ
ー ス 部 門 ） / 特 命 准 教 授 ） 、 理 化 学 研 究 所 生 命 医 科 学 研 究 セ ン タ ー の 粕 川  

雄 也 チ ー ム デ ィ レ ク タ ー と の 共 同 研 究 に よ り 、 エ ピ ゲ ノ ム 統 合 デ ー タ ベ ー
ス C h IP - A t l a s （ h t t p s : / / c h i p - a t l a s . o r g ） の 公 開 1 0 周 年 に 際 し 、 メ ジ ャ ー
ア ッ プ デ ー ト を 実 施 し ま し た 。 収 録 デ ー タ の 拡 充 の 他 に 、 個 々 の 実 験 デ ー
タ の 信 頼 性 を 可 視 化 す る 新 機 能 に 加 え 、 遺 伝 子 発 現 を 網 羅 的 に 測 る R N A -

s e q デ ー タ の 上 流 解 析 を よ り 簡 便 に 行 え る 新 し い オ ン ラ イ ン ツ ー ル を 実 装
し ま し た 。 こ れ に よ り 、 利 用 者 は デ ー タ の 確 か ら し さ を 直 感 的 に 確 認 し な
が ら 、 真 核 生 物 に お け る 遺 伝 子 制 御 の 仕 組 み を よ り 柔 軟 に 解 析 で き ま す 。

配 信 先 ： 文 部 科 学 記者 会 、 科 学 記 者 会 、 
熊 本 県 内 報 道 機 関 、千葉県政記者クラブ  
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こ の よ う な 改 良 を 通 じ て 、 C h IP - A t l a s は 利 用 者 の 多 様 な 需 要 に よ り 即 し た
エ ピ ゲ ノ ム 解 析 イ ン フ ラ へ と 進 化 し ま し た 。  

本 研 究 の 成 果 は 、 グ リ ニ ッ ジ 標 準 時 間 2 0 2 6 年 4 月 2 9 日 に 英 国 オ ッ ク ス
フ ォ ー ド 大 学 出 版 局 （ O x f o r d  U n i v e r s i t y  P r e s s ） が 発 刊 す る 学 術 誌

『 N u c l e i c  A c i d s  R e s e a r c h 』 （ オ ン ラ イ ン 版 ） に 掲 載 さ れ ま し た 。  

な お 、 本 研 究 は 国 立 研 究 開 発 法 人 科 学 技 術 振 興 機 構 （ J S T ） （ N B D C

「 統 合 化 推 進 プ ロ グ ラ ム 」 、 E R A T O 「 有 田 リ ピ ド ー ム ア ト ラ ス プ ロ ジ ェ ク
ト 」 ） 、 国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医 療 研 究 開 発 機 構 （ A M E D ） 革 新 的 先 端 研
究 開 発 支 援 事 業 （ P R IM E ） 「 加 齢 変 容 細 胞 の デ コ ー デ ィ ン グ 技 術 の 開 発 と
応 用 」 、 （ A M E D - C R E S T ） 「 解 釈 可 能 な ゲ ノ ム 機 能 シ ミ ュ レ ー タ の 創
出 」 、 生 命 科 学 ・ 創 薬 研 究 支 援 基 盤 事 業 （ B IN D S ） 「 空 間 オ ミ ク ス 解 析 の
支 援 」 ） 、 日 本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 費 助 成 事 業 （ 2 4 K 2 3 4 1 7 、 2 5 K 2 1 3 4 2 、
2 3 K 2 4 0 8 1 、 2 3 H 0 4 9 5 4 、 2 3 K F 0 0 4 8 ） の 支 援 を 受 け 実 施 し た も の で す 。  

（ 説 明 ）  

［ 背 景 ］  

私 た ち の 体 の 細 胞 は 全 て 同 じ D N A を 持 っ て い ま す 。 そ れ に も か か わ ら
ず 、 神 経 細 胞 や 筋 肉 細 胞 の よ う に 、 形 も 働 き も 大 き く 異 な り ま す 。 こ の 違
い を 生 み 出 し て い る の は 、 D N A 配 列 そ の も の を 変 え ず に 、 転 写 因 子 ※ 1 の
結 合 パ タ ー ン や エ ン ハ ン サ ー ※ 2 の 活 性 化 、 D N A の メ チ ル 化 ※ 3 な ど に よ る
遺 伝 子 の 働 き 方 を 調 節 す る 仕 組 み で 、 エ ピ ゲ ノ ム ※ 4 と い い ま す 。  

D N A 配 列 を 効 率 的 に 読 み 取 る 高 速 シ ー ケ ン シ ン グ 技 術 ※ 5 が 進 歩 し た 結
果 、 エ ピ ゲ ノ ム に 関 す る 実 験 デ ー タ は 急 速 に 蓄 積 さ れ て き ま し た 。 多 く の
デ ー タ は 公 共 リ ソ ー ス と し て 公 開 さ れ て お り 、 誰 で も ア ク セ ス で き る よ う
に な っ て い ま す が 、 こ れ を 有 効 に 利 活 用 す る に は 、 デ ー タ 解 析 の 専 門 知 識
や 大 規 模 な 計 算 資 源 が 必 要 で あ る た め 、 多 く の 研 究 者 に と っ て 高 い ハ ー ド
ル と な っ て い ま し た 。  

こ の よ う な 状 況 の 中 で 、 C h IP - A t l a s は 2 0 1 5 年 に 公 開 さ れ ま し た 。 論 文
な ど で 報 告 さ れ た ほ ぼ 全 て の エ ピ ゲ ノ ム 実 験 デ ー タ を 共 通 の 解 析 手 順 で 解
析 し 、 専 門 家 に よ っ て 整 理 さ れ た サ ン プ ル メ タ 情 報 と 共 に 、 ウ ェ ブ サ ー ビ
ス と し て 誰 で も 利 用 し や す い 形 で 提 供 し て き ま し た 。 そ の 結 果 、 C h IP -

A t l a s は 遺 伝 子 発 現 制 御 の 理 解 を 支 え る 世 界 最 大 規 模 の 研 究 基 盤 へ と 発 展
し ま し た 。 公 開 か ら 1 0 年 間 で 、 国 内 外 1 , 5 0 0 報 を 超 え る 論 文 に 引 用 さ れ て
い ま す 。  
 



 

 

［ 研 究 の 内 容 と 成 果 ］  

熊 本 大 学 、 千 葉 大 学 、 理 化 学 研 究 所 、 国 立 遺 伝 学 研 究 所 B S I /DB CL S の
共 同 研 究 グ ル ー プ は 、 公 開 さ れ て い る エ ピ ゲ ノ ム 実 験 デ ー タ を 継 続 的 に 収
集 ・ 解 析 し 、 統 合 デ ー タ ベ ー ス C h IP - A t l a s と し て 整 備 し て き ま し た 。 現
在 は 、 ヒ ト や マ ウ ス な ど 6 生 物 種 を 対 象 に 、 約 5 0 万 件 ・ 数 百 T B の C h IP -

s e q ※ 6 、 A T A C - s e q ※ 7 、 B i s u l f i t e - s e q ※ 8 デ ー タ を 網 羅 し て い ま す 。 つ ま り 、
こ れ ら 主 要 な シ ー ケ ン ス 技 術 に 関 す る 公 共 デ ー タ の ほ ぼ 全 て を カ バ ー す る
規 模 に 達 し て い ま す （ 図 １ ） 。  

C h IP - A t l a s を 利 用 す る こ と で 、 研 究 者 は 高 度 な 情 報 処 理 技 術 が な く て も 、
ウ ェ ブ 上 の 簡 単 な 操 作 だ け で 、 関 心 の あ る 遺 伝 子 や ゲ ノ ム 領 域 に お け る 転
写 因 子 の 結 合 や D N A 状 態 を 視 覚 的 に 確 認 で き ま す 。 一 方 で 、 デ ー タ が 網
羅 的 で あ る ほ ど 、 品 質 が 一 様 で な い と い う 課 題 も 顕 在 化 し ま す 。 C h IP -

A t l a s で は 、 解 析 過 程 で 得 ら れ た デ ー タ 量 ※ 9 な ど の 指 標 を 公 開 し て お り 、
利 用 者 が そ れ ら を 確 認 す る こ と で 一 定 の 品 質 評 価 は 可 能 で し た 。 し か し 、
そ の 評 価 は 体 系 化 さ れ て お ら ず 、 最 終 的 に は 利 用 者 の 経 験 や 知 識 に 依 存 し
て い ま し た 。  

こ の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 今 回 の ア ッ プ デ ー ト で は 、 個 々 の 実 験 デ ー
タ の 信 頼 性 を 定 量 的 に 評 価 で き る 品 質 管 理 フ レ ー ム ワ ー ク を 新 た に 導 入 し
ま し た 。 こ の 機 能 で は 、 ま ず 各 実 験 に つ い て 、 リ ー ド 数 や ピ ー ク 数 が 同 類
の 実 験 全 体 の 中 で ど の 位 置 に あ る か を 可 視 化 し ま す 。 こ れ に よ り 、 そ の デ
ー タ が 十 分 な 情 報 量 を 持 っ て い る か ど う か を 把 握 で き ま す 。 さ ら に 、 同 じ
条 件 で 実 施 さ れ た 他 の 実 験 と 比 較 し 、 デ ー タ の 類 似 度 も 評 価 で き る よ う に
し ま し た 。 こ れ に よ り 、 そ の デ ー タ が 典 型 的 な 結 果 に 近 い の か 、 あ る い は
特 徴 的 な 挙 動 を 示 す の か を 直 感 的 に 判 断 で き ま す 。  



 

 

こ こ で は 、 肝 臓 由 来 の H e p  G 2 細 胞 で 転 写 因 子 H N F 4 A の 結 合 を 調 べ た
C h IP - s e q 実 験 （ S R X 1 0 8 2 9 2 5 5 ） の 例 を 用 い て 説 明 し ま す （ 図 ２ ） 。 実 験
の 個 別 ペ ー ジ を 開 く と 、 下 部 に 「 E x p e r i m e n t  C o m p a r a t i v e  P r o f i l e 」 と 表
示 さ れ た パ ネ ル が あ り 、 こ れ が 本 フ レ ー ム ワ ー ク に よ る 評 価 結 果 で す 。 左
側 の 「 R e a d  a n d  P e a k  D i s t r i b u t i o n 」 で は 、 全 て の C h IP - s e q 実 験 に お け る
リ ー ド 数 と ピ ー ク 数 の 分 布 が 示 さ れ て お り 、 現 在 の 実 験 の 位 置 は オ レ ン ジ
の 線 で 表 示 さ れ ま す 。 こ の 位 置 か ら 、 S R X 1 0 8 2 9 2 5 5 は 全 体 の 中 で 平 均 以
上 の 情 報 量 を 持 つ デ ー タ で あ る こ と が 分 か り ま す 。 し か し 、 情 報 量 が 多 い
こ と は 必 ず し も 高 品 質 を 意 味 す る わ け で は あ り ま せ ん 。 そ こ で 本 機 能 で は 、

「 C o r r e l a t i o n - B a s e d  C l u s t e r i n g 」 に よ り 、 同 じ H e p  G 2 細 胞 で H N F 4 A を
対 象 と し た 他 の 実 験 と 比 較 し 、 結 果 の 類 似 度 を 評 価 し ま す 。 図 ２ の 右 側 の
パ ネ ル に 示 す よ う に 、 対 象 デ ー タ が 主 要 な 集 団 に 含 ま れ て い る 場 合 、 そ の
デ ー タ は 典 型 的 な 結 合 パ タ ー ン を 反 映 し て い る 可 能 性 が 高 く 、 再 現 性 の 高
い デ ー タ と 判 断 で き ま す 。 一 方 で 、 同 様 の 条 件 に も か か わ ら ず 他 の 実 験 と
大 き く 異 な る 位 置 に あ る 場 合 は 、 技 術 的 な ば ら つ き や 特 異 的 な 要 因 の 影 響
が 考 え ら れ ま す 。 こ の よ う に 、 本 フ レ ー ム ワ ー ク に よ り 、 こ れ ま で 専 門 知
識 や 個 別 確 認 に 依 存 し て い た デ ー タ の 信 頼 性 評 価 を 、 ウ ェ ブ 上 で 体 系 的 か
つ 直 感 的 に 行 え る よ う に な り ま し た 。  

さ ら に C h IP - A t l a s は 、 デ ー タ を 解 析 し て 公 開 す る だ け で な く 、 数 十 万
件 の 実 験 デ ー タ を 統 合 し 、 横 断 的 に デ ー タ マ イ ニ ン グ を 行 え る 機 能 も 備 え
て い ま す 。 そ の 代 表 例 が 転 写 因 子 エ ン リ ッ チ メ ン ト 解 析 で す 。 こ の 機 能 で
は 、 利 用 者 が 入 力 し た 遺 伝 子 群 に 共 通 し て 結 合 す る 転 写 因 子 を 網 羅 的 に 調
べ る こ と で 、 そ れ ら の 遺 伝 子 を ま と め て 制 御 す る 上 流 因 子 を 特 定 す る こ と
が で き ま す 。 例 え ば 、 薬 剤 投 与 の 前 後 で 発 現 が 変 動 し た 遺 伝 子 群 を 入 力 す



 

 

る こ と で 、 薬 剤 の 作 用 機 序 の 中 心 と な る 転 写 因 子 を 推 定 す る こ と が 可 能 で
す 。 こ の よ う に 、 本 機 能 は 遺 伝 子 発 現 制 御 メ カ ニ ズ ム の 理 解 に 有 力 な 手 が
か り を 与 え ま す 。 一 方 で 、 こ の 解 析 で は 入 力 と な る 遺 伝 子 群 の 定 義 が 重 要
に な り ま す 。 実 際 に 、 発 現 変 化 の 度 合 い に 基 づ い て 遺 伝 子 を 選 別 す る 際 に
は 、 設 定 す る 基 準 に よ っ て 対 象 が 大 き く 変 わ る こ と が あ り ま す 。 そ の た め 、
条 件 に よ っ て は 十 分 な 数 の 遺 伝 子 が 得 ら れ な い 場 合 や 、 変 化 が 小 さ い も の
の 重 要 な 遺 伝 子 が 解 析 か ら 外 れ て し ま う 可 能 性 が あ り ま し た 。  

こ の 課 題 に 対 応 す る た め 、 今 回 の ア ッ プ デ ー ト で は 、 R N A - s e q ※ 1 0 実 験
で 得 ら れ る 遺 伝 子 発 現 の カ ウ ン ト デ ー タ を そ の ま ま 入 力 と し て 利 用 で き る
新 た な エ ン リ ッ チ メ ン ト 解 析 モ ジ ュ ー ル を 導 入 し ま し た 。 こ の モ ジ ュ ー ル
で は 、 特 定 の 遺 伝 子 だ け を 選 別 す る の で は な く 、 全 遺 伝 子 の 発 現 変 化 を 連
続 値 と し て 統 計 的 に 扱 い ま す 。 そ の う え で 、 蓄 積 さ れ た 数 十 万 件 の エ ピ ゲ
ノ ム 実 験 デ ー タ を 参 照 し 、 各 転 写 因 子 の 標 的 遺 伝 子 群 が 全 体 と し て ど の 方
向 に 変 化 し て い る か を 評 価 し ま す 。 こ れ に よ り 、 発 現 変 化 の 背 後 に あ る 制
御 因 子 を よ り 網 羅 的 に 推 定 す る こ と が 可 能 と な り ま し た 。  



 

 

こ こ で は 、 こ の 新 た な 解 析 モ ジ ュ ー ル を 用 い て 、 乳 が ん 治 療 薬 タ モ キ シ
フ ェ ン （ T A M ） の 作 用 機 序 を 解 析 し た 例 を 紹 介 し ま す （ 図 ３ ） 。 乳 が ん 由
来 の M C F - 7 細 胞 に つ い て 、 T A M 投 与 の 有 無 で 得 ら れ た R N A - s e q カ ウ ン
ト デ ー タ を 用 い 、 こ れ を そ の ま ま 入 力 と し ま す 。 解 析 結 果 は テ ー ブ ル 形 式
で 出 力 さ れ 、 各 転 写 因 子 に 対 応 す る 標 的 遺 伝 子 群 の 変 化 の 傾 向 が 示 さ れ ま

す 。 そ の 結 果 、 複 数 の C h I P - s e q 実 験 で 同 定 さ れ た エ ス ト ロ ゲ ン 受 容 体
E S R 1 の 標 的 遺 伝 子 が 、 T A M 投 与 に 応 答 し て 一 貫 し て 発 現 低 下 す る 傾 向 が
検 出 さ れ ま し た 。 こ の 結 果 は 、 T A M が エ ス ト ロ ゲ ン シ グ ナ ル を 抑 制 す る
ホ ル モ ン 療 法 薬 で あ る 、 と い う 既 知 の 作 用 機 序 と 一 致 し て い ま す 。 す な わ
ち 、 本 手 法 に よ り 、 薬 剤 応 答 に 伴 う 遺 伝 子 発 現 変 化 を 駆 動 す る 転 写 因 子 を
推 定 で き る こ と が 示 さ れ ま し た 。 こ の よ う に 、 C h IP - A t l a s 上 で 、 発 現 変 化
と そ の 制 御 因 子 を 一 体 と し て 解 釈 で き る よ う に な り 、 薬 剤 作 用 の 分 子 基 盤
の 解 明 や 創 薬 標 的 の 同 定 な ど に つ な が る こ と が 期 待 さ れ ま す 。  

［ 展 開 ］  



 

 

C h IP - A t l a s が 公 開 さ れ て か ら の 1 0 年 で 、 生 体 機 能 の 分 子 基 盤 を 担 う 遺
伝 子 発 現 制 御 機 構 の 理 解 を 下 支 え し 、 遺 伝 学 、 疾 患 メ カ ニ ズ ム 解 析 、 創 薬 、
発 生 生 物 学 な ど 幅 広 い 研 究 分 野 で 利 活 用 さ れ て き ま し た 。 今 回 の ア ッ プ デ
ー ト で は 、 個 々 の 実 験 デ ー タ の 信 頼 性 を シ ス テ マ チ ッ ク に 評 価 で き る 品 質
管 理 機 能 と 、 遺 伝 子 発 現 変 化 を も と に 上 流 制 御 因 子 を 特 定 す る 新 た な 統 合
的 解 析 機 能 を 実 装 し ま し た 。 本 機 能 拡 張 に よ り 、 疾 患 発 症 の 背 景 に あ る 遺
伝 子 発 現 制 御 の 異 常 を 体 系 的 に 捉 え 、 そ の 仕 組 み を 解 明 す る 研 究 へ の 応 用
が 期 待 さ れ ま す 。 ま た 、 薬 剤 に 応 答 す る 遺 伝 子 発 現 変 化 を 手 が か り と し て 、
そ の 作 用 機 序 の 中 核 を 担 う 転 写 因 子 を 同 定 す る こ と で 、 新 規 創 薬 標 的 探 索
へ の 応 用 が 可 能 と な り 、 創 薬 コ ス ト が 高 騰 し て い る 現 状 を 打 破 す る 突 破 口
と な る こ と が 期 待 さ れ ま す 。 さ ら に 、 細 胞 分 化 や 状 態 遷 移 に お け る 遺 伝 子
発 現 制 御 を 包 括 的 に 捉 え る こ と で 、 細 胞 運 命 を 制 御 す る 転 写 因 子 や シ グ ナ
ル 経 路 の 同 定 が 容 易 と な り ま す 。 こ れ に よ り 、 細 胞 の 性 質 を 人 為 的 に 制 御
す る 技 術 の 開 発 が 進 み 、 再 生 医 療 へ の 応 用 も 期 待 さ れ ま す 。  
 

［ 用 語 解 説 ］  

※ 1  転 写 因 子  

遺 伝 子 の 発 現 を 制 御 す る D N A 結 合 タ ン パ ク 質 。 エ ン ハ ン サ ー 領 域 な ど
の 特 定 の 塩 基 配 列 を 認 識 し 、 そ こ に 直 接 結 合 す る こ と で 、 標 的 遺 伝 子 の
発 現 の オ ン ・ オ フ お よ び そ の 発 現 量 の 増 減 を 制 御 す る 。  
 

※ 2  エ ン ハ ン サ ー  

特 定 の 遺 伝 子 の 発 現 を 活 性 化 す る 作 用 を 持 つ D N A 領 域 の こ と 。  
 

※ 3  D N A の メ チ ル 化  

シ ト シ ン 塩 基 に メ チ ル 基 が 付 加 さ れ る 可 逆 的 な 化 学 的 修 飾 。 遺 伝 子 の エ
ン ハ ン サ ー 領 域 に お い て 、 転 写 因 子 の 結 合 を 阻 害 し 、 遺 伝 子 の 発 現 を 抑
制 す る 役 割 を 果 た す と と も に 、 遺 伝 子 の 安 定 性 や 構 造 の 維 持 に も 寄 与 す
る こ と が 知 ら れ て い る 。  
 

※ 4  エ ピ ゲ ノ ム  

D N A の 塩 基 配 列 を 変 え ず に 、 遺 伝 子 の 働 き 方 を 調 節 す る 仕 組 み 。 細 胞 ご
と の 性 質 の 違 い に 関 わ る 。  
 

※ 5  高 速 シ ー ケ ン シ ン グ 技 術  

断 片 化 し た 1 本 鎖 D N A の 相 補 鎖 を 合 成 し な が ら 配 列 を 決 定 で き る



 

 

S e q u e n c e - b y - S y n t h e s i s 法 に 代 表 さ れ る 手 法 を 活 用 し て D N A の 塩 基 配 列
を 読 み 出 す 装 置 。 従 来 型 と 比 較 し て 圧 倒 的 に 高 速 で 大 量 の デ ー タ が 得 ら
れ る 。  
 

※ 6  C h IP - s e q  

断 片 化 さ れ た D N A を 転 写 因 子 な ど に 対 す る 抗 体 で 免 疫 沈 降 し 、 得 ら れ
た D N A 断 片 の 配 列 解 析 に よ り 、 目 的 の 修 飾 ヒ ス ト ン や 転 写 因 子 が ど の
遺 伝 子 の ど の 領 域 に 結 合 し て い る か 特 定 す る シ ー ケ ン ス 技 術 。  
 

※ 7  A T A C - s e q  

T n 5 ト ラ ン ス ポ ゼ ー ス の 特 性 を 利 用 し 、 ゲ ノ ム 上 の 活 性 化 エ ン ハ ン サ ー
領 域 を 特 定 す る 技 術 。 ゲ ノ ム 上 で 「 開 い て い る （ 活 性 化 し て い る ） 領 域 」
を 特 定 す る 。  
 

※ 8  B i s u l f i t e - s e q  

ゲ ノ ム D N A を 構 成 す る シ ト シ ン 塩 基 の メ チ ル 化 状 態 を 計 測 す る 技 術 。  
 

※ 9  デ ー タ 量  

こ こ で は 主 に リ ー ド 数 と ピ ー ク 数 の こ と を い う 。 リ ー ド 数 ： シ ー ケ ン サ
ー で 読 み 取 っ た 塩 基 断 片 の 数 ； ピ ー ク 数 ： ゲ ノ ム 上 で リ ー ド が 有 意 に 集
中 し て い る 領 域 の 数 。  
 

※ 1 0  R N A - s e q  

遺 伝 子 発 現 量 を 網 羅 的 に 測 定 す る シ ー ケ ン ス 技 術 。 逆 転 写 酵 素 に よ り 細
胞 か ら 抽 出 し た R N A を c D N A に 変 換 し 、 そ の 断 片 を 高 速 シ ー ケ ン サ ー
で 読 み 取 る こ と で 、 各 遺 伝 子 由 来 の 配 列 の 出 現 頻 度 を 定 量 す る 。 こ の 解
析 に よ り 、 各 遺 伝 子 に つ い て 「 ど の 程 度 発 現 し て い る か 」 を 数 値 と し て
表 す こ と が で き る 。 最 終 的 に は 、 遺 伝 子 ご と に サ ン プ ル 間 で 比 較 可 能 な
カ ウ ン ト テ ー ブ ル （ 遺 伝 子  ×  サ ン プ ル 行 列 ） が 得 ら れ る 。  
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